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附
拡
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は
理
事
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ま
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一

J
4
r一
相
当
館
ま
・

正

ム

F
J
t
-
o

担
割
一
出
張

T
Oど
笠
蹄
，
申
立
で
支

則
が
あ
恥
リ
ま
ず
か
ら
、
一
ー
お
持
ち
ム
す
か
ら
λ

長
浜
町
内
の
方
は
直

の
方
は
早
く
申
出
て
奨
心
じ
て
一
接
佼
場
内
薮
育
委
員
会
へ
、
文
『

鑑
賞
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
L
め
-
郡
内
各
町
村
の
方
々
は
町
村
俊
一

致

し

ま

示

。

-

場

を

通

じ

て

岡

苓

員

会

〈

十

七

一

兆

長
浜
町
で
ほ
此
の
度
白
慣
が
の
一
円
迄
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
一

教
育
委
員
会
に
連
絡
し
、
長
浜
一
期
日
は
大
体
五
月
下
旬
を
見
一

町
技
場
に
審
査
員
の
出
張
を
乞
一
込
ん
で
お
り
ま
す
が
決
定
次
第
一

ひ
.
一
切
の
手
績
を
し
て
頂
〈
一
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
‘
一

こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
世
瓦
録
費
用
は
一
件
百
五
十
同
一

従
来
松
山
や
八
幡
浜
で
は
一
当
日
は
代
人
で
も
よ
く
、
叉
代
一

帯
一
録
事
前
聞
が
行
は
れ
た
が
、
喜
一
表
者
が
一
括
持
っ
て
来
ら
れ
て
~
:

多
郡
で
は
初
め
て
だ
か
ら
或
は
一
も
差
支
へ
あ
句
ま
ぜ
ん
6

4

f

]

U

ま
だ
雲
義
の
ま
ま
の
も
の
竺

E
現
の
手
緩
を
し
、
芭
し
く
一

4

相
当
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
一
所
持
す
る
こ
と
に
御
協
賛
下
さ
一

県
の
方
で
も
考
え
て
い
乏
震
で
一
ぃ
。
町
村
佼
場
の
方
は
お
取
次

す

。

に

御

協

力

願

い

ま

す
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の
便

の

間
見
事
臨
時
町
議
会

特
別
曾
計
新
議
算
二
件
可
決

浜
町
即
時
議
会
は
、
四
月
一
一
子
日
午
前
九
時
か
ら
佼
揚

妥
で
関
か
れ
、
次
の
諮
件
包
審
議
の
上
何
れ
も
原
案
通

で
他
の
半
額
守
あ
る
。

ζ
れ
に

依
り
一
般
会
計
を
匝
迫
す
る
と

健
に
は
十
分
調
整
し

一
を
答
へ
、
こ

L
に

]
住
宅
建
設
特
別
会
計

一
一
間
九
十
七
万
三
千
円

-
見
た
。

深
工
事
施
工
の
件

漁
港
(
戸
湖
)

八

O
六
、
四

O
O円

一
一
五
七
、

0
0
0円

二
ハ
一
ニ
、
四

O
O円

十
九
年
度
災
害
復
旧

と
し
て
占
穆
可
決
さ

阻
一
の
優
秀
舶
南
海

し
て
ゐ
て
、
江
湖
の

っ
て
い
る
が
、
此
の

燈
台
下
の
分
も
一
挙

る
ぺ
〈
計
画
さ
れ
た

り
、
工
事
完
了
後
は

，
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、
1

巳 '一一

宮
工
務
癌

一
中
学
校
請
負
入
札
会
は
去
る

一
一
一
十
日
町
役
場
で
行
は
れ
た
が

一
結
局
落
札
に
歪
ら
ず
、
最
低
ス

一
礼
者
一
宮
工
務
庖
と
一
ボ
談
で

一
話
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
そ
の
後
数
回
に
一
口
一
っ
て
折
衝

一
が
重
ね
ら
れ
か
が
妥
協
点
に
達

一
せ
ず
、
四
月
中
に
決
定
五
月

一
か
ら
俊
ち
に
着
工
と
云
ふ
目
標

一
で
進
ん
で
ゐ
た
も
の
が
、
一
般

一
坐
を
来
ず
か
に
見
、
え
た
の
で
あ

一
る
が
、
西
岡
県
議
の
熱
心
な
仲

一
介
に
依
り
、
五
月
}
日
深
更
、

一
一
川
岩
の
同
滴
な
歩
み
寄
り
が
戒

で
り
、
附
世
情
工
事
を
含
め
、
弐
千

一
六
百
万
円
で
契
約
が
取
結
ば
れ

一
来
る
玄
月
十
日
の
吉
田
を
ト
し

一
一
地
鎮
祭
を
行
ひ
、
本
年
末
竣
工

一
十
一
期
し
て
一
路
建
設
に
忍
準
す

一
る
こ
と

L
な
っ
た
。

一
焼
失
以
来
も
省
み
て
真
に
苦

一
難
の
四
ヶ
月
り
あ
っ
た
が
、
此

一
の
問
、
高
橋
、
越
智
先
生
令
首

一
め
右
京
各
代
議
士
.
森
永
、
西

一
一
同
各
県
議
の
お
骨
折
と
.
国
山
並

に
中
央
問
日
常
当
局
の
御
同
情
に

依
り
、
一
応
の
財
畑
酬
が
比
較
的

速
か
に
附
与
さ
れ
た
こ
と
を
思

ふ
と
き
、
新
た
な
る
感
搬
を
党

へ
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
又
、

今
次
請
負
契
約
に
当
り
、
一
宮

氏
が
そ
の
持
稲
の
侠
気
を
発
揮

し
・
全
く
利
害
を
超
越
し
て

只
管
木
妙
、
復
旧
に
挺
身
さ
れ
た

熟
情
に
対
し
深
甚
の
誠
意
宇
表

す
る
も
の
で
あ
る
o

伶
こ
の
中
学
校
の
催
災
に
つ

/
れ
で
は
各
方
聞
か
ら
縮
大
な
る

一
夜
間
が
寄
せ
ら
れ
、
別
項
の
如

三
認
舞
金
が
婚
ら
れ
て
い
る
。

一
片
う
し
た
温
い
慰
ぷ
激
励
が

一
ど
ち
だ
け
勇
気
宇
一
奮
い
起
さ
せ

て
く
か
た
こ
と
か
計
り
知
礼
ね

も
の
が
め
る
。

今
建
明
溜
工
の
朗
報
を
報
ず

る
に
当
り
/
そ
の
喜
び
を
倶
は

し
て
頂
〈
二
:
に
お
い
て
翠

に
π
公
表
し
て
新
め
て
御
礼
を
申

上
ぐ
る
か
刊
第
~
あ
る
。

又
次
の
一
交
は
、
選
〈
大
阪

に
修
業
に
出
て
お
f

ら
れ
る
、
港

町
浅
間
練
次
郎
氏
の
源
さ
ん
で

四
世
田
時
四
校
さ
ん
か
ら
の
も
の
で

あ
る
。係員
一
一
向
眼
が
し
ら
を
熟
く

し
て
そ
の
よ
純
情
に
感
瀕
し
た
の

で
あ
っ
た
F
向
吋
へ
の
ま

L
喜

一

が
御
ザ
一
円
労
な
さ
っ
て
建
て

L
下

一
F

、
あ
っ
た
の
マ
ナ
が
，
そ
れ
が
悲

一
。
爆
に
も
ち
ょ
っ
と
吟
不
始
末
か

ら
そ
の
努
力
が
炎
と
な
っ
て
消

一
え
た
こ
と
は
悲
し
み
に
結
え
な

一
い
こ
と

L
思
い
ま
す
。

一
町
長
様
の
心
は
良
く
お
察
し
改

一
し
ま
す
。
さ
ぞ
御
気
を
お
し
5
J

一
れ
た
こ
と
で
御
ざ
い
ま
せ
寸
。

一
げ
た
ぷ
こ
れ
か
ら
の
長
浜
町
い
や

J
ぺ
一
て
の
御
主
主
お
伝
へ
し
一
ト
!
?
背
負
っ
て
起
つ
健
児
の

f
L
i
l
i
-
-
i
i
i
i

一
た
め
に
一
日
で
も
早
く
学
舎
守
一

犬
阪
市
ユ
ヲ
パ
ヲ
美
容
院
一
建
て
て
下
さ
る
事
を
願
っ
て
い

浅

田

勝

江

一

い

ま

す

。

ひ
と
雨
守
こ
と
に
昭
一
く
な
っ
て
一
こ
の
お
金
は
ガ
ラ
ス
一
枚
も

申
告
の
色
も
百
円
一
色
に
定
る
日
b

一
軍
え
ま
せ
ん
が
志
の
心
守
受
け

と

な

り

ま

し

た

。

一

取

っ

て

下

さ

い

ま

せ

o

少
し
で

七
日
に
お
父
様
が
上
阪
し
て
開
一
も
お
手
伝
が
出
来
る
と
白
川
ふ
と

き
ま
し
た
と
こ
ろ
学
生
の
憧
れ
一
私
の
一
生
の
小
道
に
小
さ
な
火

の
的
い
や
私
の
母
校
が
災
害
に
一
が
と
も
さ
れ
ま
す
。
私
は
美
容

合
っ
た
そ
う
で
そ
れ
を
聞
か
さ
一
の
第
千
に
ス
っ
て
い
ま
す
の
で

れ
た
時
私
の
心
は
暗
い
閣
の
中
一
沢
山
お
手
伝
の
出
来
な
い
こ
と

に
溶
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
で
し
一
を
後
念
に
思
い
ま
す
o

た
o

岸
に
ぞ
ぴ
え
立
つ
新
校
舎
一
新
校
舎
の
出
来
る
の
を
漂
い

を
建
設
す
る
時
一
日
で
も
早
〈
一
窓
一
か
ら
祈
り
ま
す
。

中
学
生
の
学
舎
を
と
町
長
さ
ん
一

三時
騒

の
芋
で

一

、

中

間

車

校

建

築

資

金

と

し

て

の

火

災

見

舞

金
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言
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会
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岡
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